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　　石
川
県
金
沢
支
部

当
支
部
で
は
発
足
二
年
目

で
、
十
一
月
二
十
六
日
（
日
）

に
金
沢
市
青
少
年
団
体
連
合

会
主
催
の
な
が
ま
ち
フ
ェ
ス

タ
会
場
（
青
少
年
団
体
の
イ

ベ
ン
ト
）
で
日
本
善
行
会
の

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

善
行
会
の
旗
・
広
報
（
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
）・
八
十
周
年

記
念
誌
資
料
を
展
示
し
ま
し

た
。
明
る
い
社
会
づ
く
り
運

動
金
沢
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の

　　東
京
都
練
馬
支
部

定
期
総
会
と

祝
賀
会
を
開
催

平
成
二
十
九
年
十
二
月
三

日
、
料
亭
「
和
歌
里
」
に
お

い
て
、
第
十
八
回
定
期
総
会
・

祝
賀
会
を
開
催
し
た
。

総
会
は
、
栗
原
忍
支
部
長

の
挨
拶
。
本
部
よ
り
ご
臨
席

の
高
田
修
副
会
長
の
祝
辞
で

議
事
に
入
っ
た
。

高
橋
昭
議
長
の
議
事
進
行

に
よ
り
、
議
案
は
原
案
通
り
、

満
場
一
致
を
も
っ
て
承
認
可

決
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
平
成

二
十
九
年
度
皇
太
子
殿
下
ご

接
見
者
と
平
成
二
十
九
年
度

秋
季
善
行
表
彰
受
賞
者
に
対

し
、
祝
賀
会
を
開
催
。

ま
ず
、
各
界
か
ら
の
来
賓

の
祝
辞
。
そ
し
て
、
出
席
者

一
同
か
ら
の
「
お
め
で
と
う
」

の
温
か
い
声
援
と
心
を
込
め

た
大
き
な
拍
手
で
、
会
場
は

心
地
良
い
親
睦
の
輪
で
つ
つ

ま
れ
た
。

慶
福
の
ひ
と
時
を
共
有
す

る
中
、
祝
賀
会
は
盛
会
裡
に

終
了
し
た
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

「
雨
宮
２
１
号
」
は
、
昭
和

三
年
（
１
９
２
８
年
）
に
東

京
の
雨
宮
製
作
所
で
製
造
さ

れ
た
最
初
の
国
産
森
林
鉄
道

用
蒸
気
機
関
車
で
す
。
レ
ー

ル
の
幅
は
７
６
２
ｍ
ｍ
（
Ｊ

Ｒ
は
１
０
６
７
ｍ
ｍ
）
で
軽

便
鉄
道
（
建
設
費
・
維
持
費

が
安
い
旅
客
用
鉄
道
）
と
同

じ
で
す
。
部
品
の
ま
ま
鉄
道

で
運
ば
れ
て
き
て
丸
瀬
布
で

組
み
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
昭

和
三
年
か
ら
昭
和
三
十
三
年

（
１
９
５
８
）
年
ま
で
の
三
十

年
間
運
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車

が
丸
瀬
布
の
森
林
鉄
道
に
配

置
さ
れ
、
木
材
、
生
活
物
資

の
運
搬
や
住
民
の
足
と
し
て

活
躍
、地
域
の
人
か
ら
は
「
カ

ン
コ
（
官
行
）
の
汽
車
」（
国

の
汽
車
）
と
呼
ば
れ
て
親
し

ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
六

（
１
９
６
１
）
年
に
さ
よ
な
ら

運
行
を
行
い
、
昭
和
三
十
八

（
１
９
６
３
）
年
に
は
丸
瀬
布

と
津
別
を
最
後
に
北
海
道
に

２
５
地
域
に
あ
っ
た
森
林
鉄

道
は
す
べ
て
廃
線
と
な
り
姿

を
消
し
ま
し
た
。

森
林
鉄
道
蒸
気
機
関
車『
雨

宮
２
１
号
』
も
使
わ
れ
な
く

な
り
、
車
両
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

化
や
林
業
資
料
と
し
て
群
馬

県
に
あ
る
林
野
庁
の
林
業

機
械
化
セ
ン
タ
ー
（
国
の
施

設
）
へ
の
移
管
等
二
度
の
危

機
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

北海道遺産森林鉄道蒸気機関車
『雨宮２１号』

北海道遠紋地区支部

し
、
住
民
が
す
ぐ
さ
ま
立
ち

上
が
り
熱
心
な
保
存
運
動
を

展
開
し
た
結
果
、
こ
の
危
機

を
乗
り
超
え
、
昭
和
五
十
一

（
１
９
７
６
）
年
に
旧
丸
瀬
布

町
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、『
雨
宮
２
１
号
』
の
整

備
・
復
元
と
併
せ
て
「
雨
宮

２
１
号
」
を
運
行
さ
せ
る
「
森

林
公
園
い
こ
い
の
森
」
を
造

成
整
備
、
昭
和
五
十
七
年
五

月
か
ら
日
本
唯
一
の
森
林
鉄

道
蒸
気
機
関
車
と
し
て
運
行
、

動
態
保
存
が
実
現
し
ま
し
た
。

現
在
、
国
内
に
於
け
る
森

林
鉄
道
蒸
気
機
関
車
が
動
く

状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
の

は
、「
雨
宮
２
１
号
」
だ
け
で

す
。
産
業
遺
産
と
し
て
だ
け

で
な
く
、
全
道
・
全
国
に
展

開
し
た
森
林
鉄
道
の
遺
産
と

し
て
も
、
非
常
に
貴
重
な
蒸

気
機
関
車
で
す
。
平
成
十
六

年
に
は
北
海
道
遺
産
に
、
平

成
十
八
年
に
は
経
済
産
業
省

か
ら
近
代
化
産
業
遺
産
に
、

そ
し
て
平
成
二
十
四
年
に
は

Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
準
鉄
道
記

念
物
と
し
て
北
海
道
内
十
五

番
目
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

動
態
保
存
さ
れ
て
い
る
森

林
鉄
道
蒸
気
機
関
車
は
初
め

て
の
認
定
で
す
。
森
林
鉄
道

蒸
気
機
関
車
「
雨
宮
２
１
号
」

は
、
こ
れ
か
ら
も
遠
軽
町
民

の
貴
重
な
財
産
と
し
て
、
遠

軽
町
「
森
林
公
園
い
こ
い
の

森
」
を
訪
れ
る
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
の
夢
を
乗
せ
走
り
続

け
ま
す
。
善
行
会
の
皆
様
、

ご
家
族
連
れ
で
是
非
お
い
で

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　　岩
手
県
支
部

皆
で
守
ろ
う

地
域
の
交
通
安
全

九
月
二
十
一
日
よ
り
「
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が

十
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

岩
手
県
支
部
は
、
い
つ
も

の
よ
う
に
都
南
総
合
支
所

（
市
役
所
）
の
指
導
で
都
南

地
区
交
通
安
全
協
会
・
交
通

安
全
母
の
会
へ
「
交
通
安
全

祈
願
千
羽
鶴
」
を
交
通
事
故

防
止
活
動
に
活
用
の
願
い
を

込
め
て
贈
呈
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
交
通
安
全
協
会
長
の

挨
拶
、
見
前
交
番
所
長
よ
り

挨
拶
を
兼
ね
て
昨
今
の
交
通

事
故
状
況
等
の
お
話
が
な
さ

れ
、「
頻
繁
に
交
通
事
故
が
発

生
し
て
ま
す
の
で
、
本
日
の

安
全
活
動
に
よ
り
、
地
域
の

交
通
安
全
事
故
防
止
に
精
進

さ
れ
た
い
」
と
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
総
合
支
所
よ
り

提
供
さ
れ
た
黄
色
い
羽
根
・

チ
ラ
シ
入
り
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ

等
を
安
全
協
会
母
の
会
、
交

番
、
善
行
会
支
部
等
の
活
動

者
で
通
勤
・
通
学
者
や
地
域

住
民
の
方
々
に
配
り
、
事
故

防
止
・
飲
酒
運
転
根
絶
・
無

謀
運
転
防
止
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
ま
た
高
齢
者
や
子
供

の
安
全
を
守
る
よ
う
運
転
者

に
も
黄
色
い
羽
根
を
配
り
、

安
全
運
転
に
努
め
る
よ
う
呼

び
か
け
を
し
ま
し
た
。
毎
月

の
「
交
番
だ
よ
り
」
に
よ
る

と
交
通
事
故
の
掲
載
さ
れ
な

い
月
の
「
交
番
だ
よ
り
」
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の

事
故
を
防
ぐ
の
は
、
運
転
者

の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歩

行
者
を
含
む
住
民
の
方
々
が

お
互
い
に
声
を
か
け
合
っ

て
、
交
通
事
故
の
減
少
に
協

力
し
た
な
ら
ば
と
思
い
ま

す
。
横
断
歩
道
で
は
右
・
左
・

右
を
見
て
確
認
し
信
号
機
の

あ
る
所
は
信
号
に
沿
っ
て
横

断
す
る
よ
う
心
が
け
て
ほ
し

い
で
す
。
毎
日
学
童
の
見
守

り
を
し
な
が
ら
、
横
断
歩
道

で
学
童
の
横
断
誘
導
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
声
を
か
け
て

も
決
ま
り
を
無
視
し
守
ら
な

い
の
は
大
人
が
多
い
で
す
。

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め

に
も
、
皆
さ
ん
で
ル
ー
ル
を

守
っ
て
安
全
で
事
故
の
な
い

地
域
安
全
活
動
の
推
進
に
、

協
力
を
願
う
も
の
で
す
。「
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
参

加
報
告
と
毎
日
の
街
頭
に
よ

る
交
通
安
全
活
動
よ
り
感
ず

る
ま
ま
に
。

１
面
か
ら
の
つ
づ
き

内
防
犯
隊
員
と
一
緒
に
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
た
り
、
あ

る
時
は
自
転
車
の
ル
ー
ル
違

反
者
を
注
意
し
た
り
し
て
、

そ
の
後
、
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
を
警
察
署
よ
り
勧
め
ら
れ

設
立
し
て
、
自
分
の
車
を
使

用
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
人
達
と
毎
月
第
二

第
四
の
金
曜
日
に
町
内
別
に

学
校
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
学
校
の
見
守
り
を

週
一
、二
度
地
域
の
人
と
一

緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

年
金
支
給
日
に
は
、
金
融

機
関
の
玄
関
前
に
立
ち
無
事

に
受
け
取
れ
る
よ
う
立
ち

合
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
仕
事
を
地
域

の
た
め
に
続
け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
春
に
は
春
の

交
通
安
全
出
発
式
に
参
加
し
、

国
道
の
交
差
点
で
道
路
の
車
、

人
の
横
断
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
防
災
訓
練
で
活

動
を
や
っ
て
い
ま
す
。

善
行
表
彰
を
受
け
て

　
宮
城
県
仙
台
市

　池
田

　力
男

こ
の
度
、
秋
季
善
行
表
彰

を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
を
し

て
お
り
ま
す
。
雲
ひ
と
つ
な

い
秋
空
の
下
で
最
高
の
思
い

で
す
。
私
は
三
十
数
年
前
に

防
犯
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
子
供
会
の
夏
祭
り

の
手
造
り
神
輿
の
先
導
を
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
内
の
会
場
へ

誘
導
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は

地
域
の
防
犯
隊
員
と
一
緒
に

町
内
を
周
り
、
夜
間
の
駐
車

禁
止
を
注
意
し
合
っ
て
、
町

パ
ネ
ル
等
も
展
示
し
ま
し

た
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
等
の

際
に
、
日
本

善
行
会
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を

行
っ
て
、
会

員
の
入
会
を

増
や
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
遠
紋
地
区
支
部
）
大
原
敏

美
、
今
野
郷
視
、
佐
藤
正
美
、

谷
藤
彌
、
横
堀
邦
夫
（
八
戸

支
部
）
藤
田
幸
雄
、
髙
嶋
八

也
、
冨
岡
節
子
、
久
保
義
一
、

小
向
義
博
（
宮
城
県
支
部
）

大
浦
武
夫
、
佐
藤
義
一
、
高

橋
律
子
、
松
山
繁
夫
、
水
戸

烈
（
仙
台
支
部
）
加
賀
孝
一
、

木
津
美
加
子
、
畠
山
こ
ず

え
、
古
内
や
へ
子
（
山
形
県

支
部
）
荒
澤
志
子
、井
上
太
、

奥
山
信
男
、
鈴
木
京
子
、
鶴

雄
子
、
舟
山
英
雄
、
三
澤
興

右
エ
門
（
福
島
県
支
部
）
大

河
原
勝
彦
、
円
谷
光
行
（
宇

都
宮
支
部
）
大
野
英
子
、
落

合
栄
子
、
倉
井
本
治
、
齋
藤

和
子
、
齋
藤
英
樹
、
佐
々
木

ト
シ
、
株
式
会
社
エ
ム
・
プ

ロ
ダ
ク
ト
佐
藤
義
晴
、
玉
木

孝
司
、
長
谷
川
リ
ウ
、
前
田

恵
美
子
、
宮
内
深
雪
、
吉
田

晴
美
、
相
澤
友
之
、
萩
原
秀

夫
、
稲
葉
豊
、
佐
藤
進
（
高

崎
支
部
）
川
㟢
實
、
黒
石
智

恵
子
、
清
水
賢
次
、
園
部
薫
、

高
田
英
彦
、
長
井
宗
市
、
中

野
隆
司
、
藤
間
一
夫
、
丸
山

功
一
、
丸
山
芳
典
、
三
木
克

則
、武
藤
政
美
、森
昌
子
（
台

東
区
支
部
）
河
原
啓
介
、
田

中
佐
知
子
、
寺
田
晃
、
林
桂

艶
（
渋
谷
区
支
部
）
伊
勢
呂

真
人
、
岩
崎
巖
、
大
舘
浩
一
、

大
林
稔
幸
、
國
枝
純
一
、
小

池
将
雄
、
奈
月
れ
い
、
西
本

佐
知
子
、
畑
中
久
人
、
浜
田

ひ
ろ
き
、
村
田
知
隆
、
元
角

昌
三
（
豊
島
支
部
）
寺
門
孝

史
（
板
橋
支
部
）
原
田
正
國
、

山
本
美
和
子
（
葛
飾
支
部
）

齊
藤
光
春
、
斉
藤
栄
一
（
江

戸
川
区
）
浜
田
隆
人
（
川
崎

支
部
）
藤
原
忠
興
、
松
尾
昌

樹
、
長
瀬
和
徳
、
氏
家
清
一

（
小
田
原
支
部
）
梅
原
絋
明
、

梅
原
雄
蔵
、
安
本
朋
子
、
山

口
剛
史
（
山
梨
県
甲
府
支
部
）

堤
勝
弥
、
大
木
和
朗
、
雨
宮

康
裕
、
望
月
正
美
、
中
込
正

男
（
金
沢
支
部
）
野
村
勇
一
、

中
島
一
夫
、
若
林
茂
樹
、
宮

口
優
、
鈴
木
哲
夫
、
田
持
捷

彦
、
筧
和
子
、
西
尾
雅
行
、

大
橋
和
史
、
酒
井
信
治 

（
愛

知
県
支
部
）
太
田
勇
造
、
鹿

島
均
、
吉
村
鈴
夫
、
米
丸
美

智
留
、
渡
邉
義
己
、
坂
野
雅

史
（
大
阪
府
支
部
）
上
村
照

代
、
門
脇
泰
一
、
黒
田
一
男
、

谷
口
修
、
筏
谷
勝
義
（
福
岡

県
筑
後
支
部
）
江
﨑
豊
子
、

大
橋
拾
子
、
西
田
親
廣
（
福

岡
県
北
九
州
支
部
）
岩
本
信

生
、
中
川
良
昭
、
清
水
和
子

（
佐
世
保
支
部
）
平
本
久
男
、

広
田
智
孝
、
鴨
川
博
明
、
木

下
正
之
、
森
長
三
（
熊
本
県

宇
土
支
部
）
中
山
征
二
、
萩

原
建
男
、
樺
山
徹
、
宮
迫
亮

平
、
松
下
哲
夫
、
亀
井
勲

一
、
山
口
加
代
、
村
崎
ヒ
ロ

子
（
大
分
県
大
分
支
部
）
日

名
子
勝
德

（
平
成
二
十
九
年
四
月
～
平

成
二
十
九
年
七
月
末
日
迄

入
会
者
）

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り


